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	 （15） 試験体No.6、ミサイルBの衝突痕	 （16） 試験体No.6、ミサイルCの衝突痕

	 （17） 試験体No.6、ミサイルDの貫通痕	 （18） 試験体No.6、ミサイルDの内装材貫通

写真3　外壁の耐衝撃試験の様子

	 （13） 試験体No.5、ミサイルDの貫通痕	 （14） 試験体No.6、ミサイルDの突き刺さり
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5　まとめ

　わが国で一般に使われる市販の外壁材について、
ASTM E 1996に基づく飛来物耐衝撃試験を行った。
試験体は2体の窯業系サイディング、2体の金属系サ
イディング、1体のラスモルタル塗壁、および1体の
ALCパネルを外装仕上げ材とする計6体の外壁パネル
であった。窯業系サイディング外壁はASTM E 1996
で決められたミサイルB（質量910g、衝突速度15.2m/
s）に合格したが、ミサイルC（質量2.1kg、衝突速度
12.2m/s）で不合格であった。その他の種類の外壁材
はミサイルCに合格した。最も性能が良かったのは金
属系サイディング外壁で、ミサイルD（質量4.1kg、衝
突速度15.2m/s）に合格した。
　以上の結果から、消防署、警察署、病院、避難所など
の緊急時に地域の安全を守る使命をもつ公共建築物
では、金属系サイディングかこれ以上の耐衝撃性能を
もつ外壁を使用することが望ましい。
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